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令和８年度 

第３６回和歌山市農業委員会議事録 

 

日 時 令和８年６月１０日（水曜日） １３時００分 開会 

場 所 和歌山市農業委員会議室 

 

報告事項 農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

報告事項 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

報告事項 農地法施行規則第２９条第１号の規定による届出について 

報告事項 農地法第５条受理通知書の返納について 

報告事項 農地法第４条第１項の規定による農地転用届出について 

報告事項 農地法第５条第１項の規定による農地転用届出について 

報告事項 農用地利用集積等促進計画について 

議案第１号 農用地区域除外に係る意見について 

議案第２号 和歌山市遊休農地解消対策事業に伴う遊休農地の証明願について 

議案第３号 農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第４号 農地法第３条の規定による許可申請について（第３４回保留分） 

議案第５号 事業計画変更申請に対する意見について 

議案第６号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について 

議案第７号 非農地通知について 

議案第８号 
令和７年度農業委員会の農地利用の最適化の推進の状況その他事務の実施状況

の公表について 

出席委員（１８名） 

１番 井口 健 

２番 中村 弘 

３番 吉中 雅三 

４番 曽根 光彦 

５番 小方 保寛 

７番 谷河 績 
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８番 藪 利昭 

９番 小栗 誠二 

１０番 森 博克 

１１番 笠野 喜久雄 

１２番 山本 茂樹 

１３番 丸山 勝 

１４番 髙倉 理行 

１５番 堀 良子 

１６番 湯川 德弘 

１７番 貴志 年伸 

１８番 藤井 友彦 

１９番 岩橋 章博 

出席職員 

農業委員会事務局 

 局   長 中村 佳照 

副 課 長 藤田 誠一 

班   長 中居 一樹 

技 術 主 査 田中 久美子 

主   任 田伏 諒 

主   任 清瀧 篤樹 

農林水産課 

 課   長 田中 一峰 

 班   長 山路 裕雅 

 主   任 山田 尚希 

 １３時００分 開会 

◆中村局長 定刻が参りましたので、谷河

会長よろしくお願いします。 

◆会長（谷河 績） ただいまより、第３

６回農業委員会総会を開会いたします。 

 出席委員は１８名中１８名で、定足数に

達しておりますので、総会は成立していま

す。 

去る５月２９日、井口委員、曽根委員、

藤井委員によりまして現地調査並びに事情

聴取が行われています。後ほど報告方よろ

しくお願いします。 

また、農業委員会会議規則第１７条第２

項に規定する議事録署名委員は、小方委員、

藪委員にお願いします。 

 それでは報告事項より始めさせていた

だきます。 

報告事項 農地法第３条の３第１項の規

定による届出について、説明いたします。 

◆清瀧主任 番外 説明いたします。 

本件は、農地法第３条の３第１項の規定

による届出があったもので、３件ありまし

た。 

すべて相続による所有権の取得です。 

本届出に対して受理書を交付しておりま

すが、本受理書は権利の移動等の効力を発

生させるものではありません。 

また、市外に在住の方が相続された件に

ついて補足いたします。 

Ｎｏ．２は住所が・・・ですが、和歌山

市内の知人が管理、Ｎｏ．３は住所が・・

・ですが和歌山市内の親戚が耕作するとの

ことです。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地法第１８条第６項の規定

による通知について、説明いたします。 

◆田伏主任 番外 説明いたします。 

本件は、農地法第１８条第６項の賃貸借

の合意解約通知で１件ありました。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 
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それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地法施行規則第２９条第１

号の規定による届出について、説明いたし

ます。 

◆田伏主任 番外 説明いたします。 

本件は、農地法施行規則第２９条第１号

に規定する農業用施設の届出で２件ありま

した。 

内訳は、農業用倉庫１件、農業用露天駐

車場１件です。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地法第５条受理通知書の返

納について、説明いたします。 

◆田伏主任 番外 説明いたします。 

本件は、農地法第５条による市街化区域

内の農地転用の届出に係る受理通知書の返

納で１件ありました。 

令和８年３月１２日付で届出を受理しま

したが、譲受人の変更により今回返納する

こととなりました。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地法第４条第１項の規定に

よる農地転用届出について、説明いたしま

す。 

◆田伏主任 番外 説明いたします。 

本件は、農地法第４条による市街化区域

内の農地転用の届出で３件ありました。 

５月１９日付、５月２９日付で受理通知

書を交付しています。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地法第５条第１項の規定に

よる農地転用届出について、説明いたしま

す。 

◆田伏主任 番外 説明いたします。 

 本件は、農地法第５条による市街化区域

内の農地転用の届出で６件ありました。 

５月１４日付、５月１９日付、５月２９

日付で受理通知書を交付しています。 

なお、Ｎｏ．３は、地役権の設定となり

ます。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農用地利用集積等促進計画に

ついて、説明いたします。 

◆田中技術主査 番外 説明いたします。 

本件は、農地中間管理事業の推進に関す

る法律に基づく貸借の計画で、新規の計画

が１１件ありました。 

なお、借人の耕作地に荒廃農地がないこ

とを確認しております。 

  以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい
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て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

続けて議案の審査に移ります。 

議案第１号 農用地区域除外に係る意見

について、提案いたします。 

◆農林水産課 山路班長 番外 説明いた

します。 

本件は、農業振興地域の整備に関する法

律第１３条第１項の規定に基づき、同法施

行規則第３条の２第２項の規定により、農

業委員会のご意見をお聴きするものです。 

お手元の資料、農用地区域除外参考資料

（位置図）をご覧ください。 

除外３件の申出があり、Ｐ１に、位置図、

Ｐ２に計画変更内容説明資料を示しており

ます。 

では、除外の申請があった３件について、

順に説明させていただきます。 

①について説明させていただきます。 

参考資料のＰ３からＰ８をご覧ください。 

Ｐ３にありますように申出地は・・・に

あり、赤色で着色し示している箇所です。

・・・に位置しております。 

また、同じく、Ｐ３、Ｐ４には代替地を、

Ｐ５には申出時に受領した代替地検討書を、

Ｐ６には申出地を撮影した写真を、Ｐ７に

は農用地区域の広がりを、Ｐ８には関係各

課の意見を示し、添付しております。 

参考にご覧ください。 

申出の経緯について、説明させていただ

きます。 

利用者の・・・は和歌山市・・・に本社

を置き、・・・を営む法人です。 

申出地が隣接する・・・は多くの大型貨

物車両が通行していますが、当該路線沿い

には大型車両が駐車し、休憩できる施設が

不足している状況であるため、駐車場及び

休憩所を建設したい意向です。 

申出地は、北側に道路、東側、南側及び

西側に農地に面した農地となっています。 

市としては、申出地以外に適当な土地は

なく、また、周辺農地の営農に支障を及ぼ

すとは認められないため、農用地区域から

除外することが相当であり、やむを得ない

と考えるものです。 

②について説明させていただきます。 

参考資料のＰ９からＰ１４をご覧くださ

い。 

Ｐ９にありますように申出地は・・・に

あり、赤色で着色し示している箇所です。 

・・・に位置しております。 

また、同じく、Ｐ９、Ｐ１０には代替地

を、Ｐ１１には事務所と既存資材置場、申

出地の位置関係を、Ｐ１２には申出時に受

領した代替地検討書を、Ｐ１３には申出地

を撮影した写真を、Ｐ１４には農用地区域

の広がりを、Ｐ１５には関係各課の意見を

示し、添付しております。 

参考にご覧ください。 

申出の経緯について、説明させていただ

きます。 

利用者である・・・氏は和歌山市・・・

に事業所を置き、・・・を営んでいます。 

申出地の近隣に資材置場を構えています

が、手狭であるため拡張したい意向です。 

申出地は、北側に水路、東側に農地、南

側に道路、西側に宅地に面した農地となっ

ています。 

市としては、申出地以外に適当な土地は

なく、また、周辺農地の営農に支障を及ぼ
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すとは認められないため、農用地区域から

除外することが相当であり、やむを得ない

と考えるものです。 

③について説明させていただきます。 

参考資料のＰ１６からＰ２１をご覧くだ

さい。 

Ｐ１６にありますように申出地は・・・

にあり、赤色で着色し示している箇所です。 

・・・に位置しております。 

また、同じくＰ１６、Ｐ１７には代替地

を、Ｐ１８には申出時に受領した代替地検

討書を、Ｐ１９には申出地を撮影した写真

を、Ｐ２０には農用地区域の広がりを、Ｐ

２１には関係各課の意見を示し、添付して

おります。 

参考にご覧ください。 

申出の経緯について、説明させていただ

きます。 

利用者である・・・は、・・・に事業所

を置き、・・・を営む法人です。 

申出地の近隣に既存の資材置場がありま

すが、その土地を含め、周辺で開発の計画

が進んでおり、代替となる資材置場を確保

したい意向です。 

申出地は、北側に道路、東側に農地、南

側に農地及び道路、西側に農地に面した農

地となっています。 

市としては、申出地以外に適当な土地は

なく、また、周辺農地の営農に支障を及ぼ

すとは認められないため、申出地を農用地

区域から除外することが相当であり、やむ

を得ないと考えるものです。 

以上の３件について、農業振興地域の整

備に関する法律第１３条第２項に掲げる第

１号から第６号までの要件のすべてを満た

すと判断し除外を行おうとするものです。 

なお、第１号から第６号の要件について

は、 

１ 申出地以外に代替すべき土地がない

こと 

２ 地域計画の達成に支障がないこと 

３ 農業上の効率化かつ総合的な利用に

支障を及ぼすおそれがないこと 

４ 農用地の利用集積に支障を及ぼすお

それがないこと 

５ 土地改良施設の有する機能に支障を

及ぼすおそれがないこと 

６ 農業生産基盤整備事業完了後 8年を

経過しているものであること 

となっております。 

説明は以上となります、ご審議の程よろ

しくお願い致します。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） Ｎｏ．１およびＮｏ．

３について、現地調査並びに事情聴取を

行っています。Ｎｏ．１について、井口

委員さん報告願います。 

◆１番 （井口 健） 議案第１号Ｎｏ．

１について報告します。  

５月２９日、私と曽根委員、藤井委員そ

れに事務局、市農林水産課とともに現地調

査をし、申請者の・・・から事情聴取を行

いました。 

申請地については議案書及び説明資料の

とおりであり、・・・の２車線道路に接続

している第１種農地です。 

地目は田、現況は、きれいに耕運されて

おり周辺農地同様、田植えの準備が整って

いる十分管理された農地です。 

 農用地区域除外申出理由については申出

人が長年営農を続けてきたが、高齢となり

後継者もいないことから、このままでは耕
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作放棄地となり近隣農家に多大な迷惑がか

かることを心配して地元企業に相談したと

ころ、大型車両の休憩施設として有効活用

する計画を提案され、これなら交通安全に

寄与できるとして全面的に承諾したもの。 

申請者については和歌山市・・・に本社

を置く・・・で、その業務内容は主に・・

・となっています。 

・・・であり地域密着型企業として活動

しているとのことです。 

 転用目的、方法は・・・までの約１０km

区間には、その沿道にコンビニは５か所で

すが、大型車両が休憩できる場所がない。 

唯一、・・・のみ大型車両５台が駐車でき

るスペースを確保しているに過ぎません。 

このような状況下で、当該農地を既存道

路の高さまで造成工事（約６０㎝）を行い、

更にアスファルト舗装をしたうえで前面に

大型専用駐車場区画１０台分、奥にセルフ

食堂を併設した休憩所（約２８坪）を設置、

地域住民の安全確保と運転者の労働環境改

善を目的として計画しています。 

休憩所施設には合併浄化槽を設置し、休

憩室及びトイレは２４時間開放を検討中で

す。 

雨水等の排水については、奥に行くほど

勾配をつけ道路沿いの用水路に放流します。 

隣接農家の同意もあり、農地への被害が

ないよう対処するとの説明を受けています。 

参考までに、当該計画を立案するについ

ては、ＳＮＳや同業者、会社近くのコンビ

ニ店長等から聞き取り調査をして実態を把

握し、現状分析を行ったうえでの申請との

ことです。 

なお、資金計画については銀行と交渉検

討中です。 

 現地調査結果としては本件については、

他に代替地はなく周辺農地への影響や用水

路等に支障を及ぼさないと考えられます。 

報告は以上です。 

この件に関し特に問題はないと考えます

が、各委員の慎重なご審議をお願いいたし

ます。 

◆会長（谷河 績） ありがとうございま

した。 

続いて、Ｎｏ．３について、藤井委員さん

報告願います。 

◆１８番 （藤井 友彦） ５月２９日に

井口委員、曽根委員、事務局、和歌山市農

林水産課職員及び私で現地調査を行い、引

き続き申請人である・・・から事情聴取を

行いました。 

 申請人は、現在申請地近隣の・・・を行

っています。 

その開発地の中に・・・の露天資材置場

があり、開発に際して移転してもらう必要

があったため、その移転先の代替地を探し

ていました。 

申請地以外にも３件代替地を検討しまし

たが、近隣に民家がある、地権者が営農継

続意向である、面積が狭小である等の理由

によりいずれも代替候補地から除外し、最

終的には、元の露天資材置場から近いこと、

周辺に民家がないことから、申請地が代替

地として適当であると判断しました。 

申請地について農用地区域除外及び農地

法５条１項による許可申請が認められれば、

申請人が申請地を取得した上で、・・・に

申請地を露天資材置場として賃貸する予定

です。 

周辺農地地権者の同意は得ており、排水

については現時点では水利組合の同意まで
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は得ていませんが、使用料等の確認はして

いるとのことです。 

現地調査及び事情聴取の結果は以上のと

おりですので、各委員の慎重なご審議をお

願いします。 

◆会長（谷河 績） ありがとうございま

した。 

議案第１号について、説明、報告が終わ

りましたが、この議案について、何かご意

見、ご質問ございませんか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第１号に対する意見は「やむを

得ない」とさせていただきます。 

 農林水産課の退席を認めます。 

議案第２号 和歌山市遊休農地解消対策

事業に伴う遊休農地の証明願について、提

案いたします。 

◆田中技術主査 番外 説明いたします。 

議案に同封している対象農地の写真をご

覧ください。 

本件は、和歌山市遊休農地解消対策事業

補助金交付要綱第５条の規定に基づいたも

ので、補助金の交付申請にあたり遊休農地

証明書を添付する必要があり、借り手から

証明願が１件ありました。 

対象農地の面積は、田のみで２，６７３

㎡です。遊休農地証明書交付の可否につい

てご審議願います。なお、Ｎｏ．１につい

ては、Ｐ１３の議案第３号 農地法第３条

の規定による許可申請についてのＮｏ．３

と関連しております。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第２号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

  （異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第２号は可決と決定しました。 

議案第３号 農地法第３条の規定による許

可申請について、提案いたします。 

◆田伏主任 番外 説明いたします。 

 本件は、農地法第３条の規定に基づく許

可申請で５件ありました。 

これらの案件は、調査の結果、耕作等に

支障がないこと、当該農地の権利を取得し

ようとする者は、全ての農地を効率的に耕

作し、農作業に常時従事すると認められる

など、不許可条件である農地法第３条第２

項各号には該当せず、許可要件の全てを満

たしていると思われます。 

なお、Ｎｏ．２は市街化区域の使用貸借

権２年の設定、Ｎｏ．３は市街化区域の使

用貸借権２年１０カ月の設定で議案第２号

和歌山市遊休農地解消対策事業に伴う遊休

農地の証明願についてＮｏ．１と関連です。 

Ｎｏ．４、５はいずれも贈与です。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第３号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

 （異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第３号は可決と決定しました。 

議案第４号 農地法第３条の規定による

許可申請について（第３４回保留分）、提

案いたします。 

◆田伏主任 番外 説明いたします。 

本件は、令和８年４月１０日第３４回総

会にて耕作計画の実現性に疑義があったた

め保留となったもので、申請者から新たな

計画書の提出があったため再度ご審議をお
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願いするものです。 

机上に配布させていただいた計画書の写

しをご覧ください。 

前回問題となった果樹栽培は事情聴取の

ときに農業委員から申請地では耕作に向か

ないことを教えていただき、裏作であるキ

ャベツやブロッコリー等を栽培していきた

いとのことです。 

また、現在所有している農機具として軽

トラックの写真も添付されており、トラク

ター及び草刈り機を導入予定で、必要な資

金証明資料も添付されております。 

以上のことから、本件は許可要件の全て

を満たしているものと思われます。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第４号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第４号は可決と決定しました。 

議案第５号 事業計画変更申請に対する

意見について、提案いたします。 

◆田伏主任 番外 説明いたします。 

申請地の場所を示した簡易地図を議案と

共に配布していますので合わせてご覧くだ

さい。 

Ｎｏ．１ 申請地は、・・・に位置し、

市街地に近接する区域内でその規模がおお

むね１０ha 未満のため第２種農地に該当

します。 

申請人は、申請地の北側で・・・を営む

法人です。 

事業の拡大に伴い、・・・の置場が不足

してきたことから、事業所から近い当該申

請地を露天資材置場及び露天駐車場として

令和７年１１月４日付で５条許可済であり

ました。 

現在の事業所と地続きに利用でき、敷地

を一体的に利用できることから、今回、隣

接する土地を事業地として追加するための

事業計画変更申請を行うものです。 

本申請における変更点は、事業地の追加、

工事期間の延長、排水計画の変更です。 

事業地については、・・・を追加し、工

事期間については、令和７年１１月４日か

ら６カ月間を１年間に延長いたします。 

排水計画については、雨水を申請地西側

に新設する会所で集水し、市道側溝まで排

水管を通して排水する計画に変更するとの

ことです。 

なお、本申請にあたり、事業地の追加を

することから、５条の許可申請を行ってお

り、Ｐ１８の議案第６号 農地法第５条第

１項の規定による許可申請に対する意見に

ついてのＮｏ．４と関連です。  

 以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第５号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第５号を可決と決定しました。 

議案第６号 農地法第５条第１項の規定

による許可申請に対する意見について、提

案いたします。 

◆田伏主任 番外 説明いたします。 

申請地の場所を示した簡易地図を議案と

共に配布していますので合わせてご覧くだ

さい。 

Ｎｏ．１ 申請地は・・・に位置し、市

街地に近接する区域内でその規模がおおむ
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ね１０ha 未満のため、第２種農地に該当

します。 

申請人は、・・・を営む法人で、事業者

から依頼を受け、・・・となる土地を探し

ていたところ、申請地は国道沿いで利便性

が高く適地であることから、当該申請地を

貸露天資材置場として転用申請するもので

す。 

なお、令和８年３月１２日付で農用地区

域を除外しています。 

また、転用完了後は、備考記載の法人に

賃貸借します。 

Ｎｏ．２ 申請地は・・・に位置し、市

街地に近接する区域内でその規模がおおむ

ね１０ha 未満のため、第２種農地に該当

します。 

申請人は・・・を営む法人で、申請地近

くに小学校があり、住環境に適しているこ

とから、当該申請地を分譲住宅として転用

申請するものです。 

なお、開発許可申請中で、農地以外の土

地６０４.１２㎡を含みます。 

また、開発許可申請中です。 

Ｎｏ．３ 申請地は、・・・に位置し、

おおむね３００ｍ以内に鉄道の駅があるた

め、第３種農地に該当します。 

 申請人は、・・・を営む法人です。駅が

徒歩圏内にあり、自動車で５分程度の位置

にスーパーもあり、住環境に適しているこ

とから当該申請地を分譲住宅として、転用

申請するものです。 

なお、開発許可申請中です。 

Ｎｏ．４ 本件は議案第５号Ｎｏ．１で

説明済みのため、省略させていただきます。 

これらの案件は一般基準を満たしている

と思われます。なお、Ｎｏ．１およびＮｏ．

４につきましては、国通知の資材置場等の

取扱いに基づき、工事完了後３年間は、事

業の実施状況について報告する旨を、許可

条件へ付与することが相当と思われます。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第６号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

◆１５番 （堀 良子） Ｎｏ．１の案件

について転用完了後、・・・に賃貸借する

という事ですが、この資材置場の中身はわ

かっていますか。 

◆藤田副課長 ・・・を置くとなっていま

す。 

◆１５番 （堀 良子） この場所の面し

ている県道は小学校や中学校の通学路にな

っています。 

また新しい県道で通行量も非常に多い所

です。 

そういった面から景観や子供たちの安全

面を考えて、できれば安全のために目隠し

や囲いを設置してもらえないか要望したい

のですが如何でしょうか。 

◆藤田副課長 堀委員のご意見を事業者に

伝え、フェンス等の安全対策を強く要望し

たいと考えています。 

◆会長（谷河 績） ほかにございません

か。 

（異議なし、との声） 

ないようでございますので、議案第６号

は可決と決定しました。 

議案第７号 非農地通知について、提案

いたします。 

◆清瀧主任 番外、説明いたします。 

本件については、国からの通知である「

農地法の運用について」第４（３）の規定
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に基づき、農地法第２条第１項に規定する

農地に該当しないと判断するものです。 

名草地区毛見で（７７件、１５０筆）を

貴志農業委員、南方推進委員と共に、東山

東地区黒岩。黒谷で（２３件、５４筆）を

且来推進委員と共に現地調査を行ったもの

です。 

非農地通知書の交付基準に基づき、対象

であると認められる農地の所有者に対し非

農地判断に係る事前通知を行ったところ、

非農地通知依頼書９件の提出がありました。 

面積は田が３筆９６７㎡、畑が１５筆１

３，８１８㎡、合計１４，７８５㎡です。 

議案書番号１から９について、非農地通

知書の交付基準、農業的利用を図るための

条件整備（基盤整備事業の実施等）が計画

されていない土地であって、２０年以上前

から森林の様相を呈しているなど、農地に

復元するための物理的な条件整備が著しく

困難な場合の条件を満たしていると思われ

ます。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第７号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第７号は可決と決定しました。 

議案第８号 令和７年度農業委員会の農

地利用の最適化の推進の状況その他事務の

実施状況の公表について、提案いたします。 

◆中居班長 番外 説明します。 

議案書に同封の別紙をご覧下さい。 

本件について、農業委員会は、農業委員

会等に関する法律第３７条の規定により、

毎年、前年度の活動の点検・評価を行い、

公表することとなっています。 

Ｐ１は、令和７年４月１日現在の、本市

の農業の概要、農業委員の人数等を記載し

ています。 

Ｐ２上段から中段にかけては、担い手へ

の農地の利用集積・集約化について記載し

ています。 

Ｐ２中段の③をご覧ください。 

令和７年度の新規集積面積の実績は、-

５．６haとなっています。 

これは、新規で担い手へ集積された農地

面積から、担い手が規模縮小、離農等の理

由で手放したまたは更新しなかった面積の

差し引きの面積となっています。 

集積率は目標の１９．４％に対し、実績

１９．１％と目標をわずかに下回りました。 

 Ｐ２下段からＰ３上段にかけては、遊休

農地の発生防止・解消について記載してい

ます。 

Ｐ３、ページ上段の③実績をご覧くださ

い。 

 令和７年度の実績は、令和３年度までに

発生した遊休農地については、解消目標２．

６ha に対し、３．７ha の遊休農地を解消

しました。 

また、令和６年度に新規で発生した遊休

農地については、解消目標６．３㏊に対し、

０．１㏊の遊休農地を解消しました。 

令和３年度までの目標は達成しましたが、

令和６年度新規の遊休農地については、目

標値までは達していないため、今後、さら

なる解消対策が必要です。 

 Ｐ３下段からＰ４上段にかけては、新規

参入の促進について記載しています。 

Ｐ４上段をご覧ください。こちらは、利

用権設定等に関して、令和６年度中に新規
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参入者に貸し付けた農地面積を記載してい

ます。 

令和７年度の目標４．３㏊に対し、４．

８㏊となっています。 

また、新規参入者の参入状況についても、

過去３年間の平均が３２経営体４．９㏊に

対し、令和７年度の実績は、５６経営体、

１３．１㏊と増加しています。 

 Ｐ４中段からＰ５中段にかけては、最適

化活動の実績を記載しています。 

活動強化月間の活動実績として、令和８

年１月から３月にかけて戸別訪問等を行い

ました。 

また、新規参入相談会として、令和８年

２月に、県主催のＡＧＵＲＩわかやま就農

相談フェアに出席しました。 

Ｐ５下段については、これらの成果実績

及び活動実績の達成率を集計し評価してお

り、和歌山市農業委員会の成果としては、

目標に対して期待を大幅に上回る結果が得

られたとなりました。 

Ｐ６については、総会等の開催内容、農

地法３条事務、農地転用事務の処理件数、

違反転用への対応等について記載していま

す。 

 なお、本件のこの別紙については、本総

会承認後、市役所のホームページにて公表

を行います。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第８号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第８号は可決と決定しました。 

議案は以上となります。 

 ◆会長（谷河 績） ほかに何かありま

せんか。 

   （なし、との声） 

それでは、ご質問がないようでございま

すので第３６回総会を閉会いたします。 

 

１３時４０分 閉会 


